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　平成 30 年第４回定例会を９月６日から 28 日
までの 23 日間の会期で開催しました。
　この定例会では、「平成 30 年度大阪府茨木市
一般会計補正予算（第２号）」などの議案、決算、
請願、意見書等を審議しました。

９月定例会

市議会だより
ば きらい

スマートフォンの QR
コードリーダーで読み
取ることができます。

女子ホッケーオーストラリア代表選手と交流する児童たち（郡小学校）
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配
慮
を
要
す
る
子
ど
も
を
連
れ
、

指
定
避
難
所
へ
行
っ
た
方
が
、
医

療
的
ケ
ア
体
制
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の
点

で
利
用
を
諦
め
た
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
熊

本
市
で
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
特
別

支
援
学
校
を
配
慮
の
要
す
る
子
ど
も
と
そ

の
家
族
が
直
接
避
難
で
き
る
よ
う
、
福
祉

子
ど
も
避
難
所
と
し
て
開
設
し
て
い
る
が
、

本
市
で
も
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

要
配
慮
者
の
方
々
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
地
域
の
指
定
避
難
所
へ
の

避
難
を
お
願
い
し
て
い
る
。
専
用
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
等
で
対
応
す
る
が
、
対
応
が
難
し

 

福
祉
子
ど
も
避
難
所
の
設
置
を

問答

本
市
の
職
員
採
用
試
験
で
は
、
身
体

障
害
者
は
募
集
対
象
で
あ
る
が
、
精

神
障
害
者
は
対
象
外
で
あ
る
。
し
か
し
、
障

害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
で
は
、
採
用
試
験

の
段
階
で
の
受
験
機
会
の
拡
大
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
高
槻
市
で
は
今
年
度
、
採
用
試
験

で
、
精
神
障
害
者
を
募
集
対
象
と
し
て
い
た

が
、
な
ぜ
、
本
市
は
募
集
対
象
と
し
な
か
っ

た
の
か
。知

的
、
精
神
障
害
者
の
採
用
に
つ
い

て
は
、
適
切
な
業
務
の
検
討
や
、
採

用
後
に
継
続
的
、
安
定
的
に
雇
用
し
て
い
く

た
め
の
支
援
体
制
整
備
等
の
課
題
が
あ
る
。

今
後
、
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
本
市
に
お
い

て
も
、
環
境
の
整
備
や
雇
用
形
態
、
能
力
の

実
証
方
法
等
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
。

 

障
害
者
雇
用
状
況
の
改
善
を

問答

今
回
の
地
震
で
は
、
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
に
基
づ
き
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
か
ら
安
否
確
認
を
行
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
安
否
確
認
が
完
了
し
た
の
は
、
地

震
発
生
か
ら
10
日
後
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
、
自

治
会
等
、
地
域
の
方
々
か
ら
安
否
確
認
の
情

報
を
受
け
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
避
難
誘

 

地
域
の
方
々
と
の
連
携
強
化
を

問

い
方
は
福
祉
避
難
所
で
受
け
入
れ
を
行
う
。

障
害
の
あ
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
あ
け
ぼ
の

学
園
で
の
受
け
入
れ
を
優
先
に
考
え
て
い
る

が
、
熊
本
市
で
設
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
福

祉
子
ど
も
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
研

究
し
て
い
く
。

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　 

　
岩
本
　
　
守

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　   

安
孫
子 

浩
子

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　   

大
村
　
卓
司

が
、
市
民
へ
の
情
報
伝
達
方
法
に
つ
い
て
、

今
回
の
地
震
時
の
検
証
と
、
今
後
の
改
善
点

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

地
震
対
策
特
別
版
の
広
報
誌
の
書

き
方
を
含
め
、
発
信
し
た
情
報
の

内
容
、
表
現
、
タ
イ
ミ
ン
グ
等
を
改
め
て
検

証
し
、い
ば
ラ
イ
フ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
一
層
活
用
し
て
い
く
。
ま
た
、
各
公
共

施
設
や
避
難
所
へ
の
情
報
掲
示
な
ど
、
誰
も

が
速
や
か
に
情
報
を
受
け
取
れ
る
よ
う
改
善

し
て
い
く
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
情
報
を
得

ら
れ
る
場
所
を
周
知
し
て
い
く
。

本
市
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の
総

合
情
報
発
信
ア
プ
リ
「
い
ば
ラ
イ

フ
」
を
提
供
し
て
い
る
が
、
地
震
発
生
時
に

は
ア
プ
リ
か
ら
発
信
が
な
か
っ
た
。
そ
の
後

の
台
風
の
際
に
は
発
信
が
あ
っ
た
よ
う
だ

 
災
害
時
の
情
報
発
信
体
制
は

問

答

総合情報発信アプリ「いばライフ」

第４回定例会

　一般会計補正予算質疑を９月７
日・10 日に行いました。
　主な質疑内容は次のとおりです
が、誌面の都合上、質疑の一部しか
掲載できません。詳しい内容は、南
館１階情報ルームおよび各図書館
に設置している会議録をご覧くださ
い。また、市議会ホームページでも
ご覧いただけます。（いずれも 11 月
下旬予定）

あけぼの学園（西穂積町）
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市
議
会

だ
よ
り

７
月
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
、
愛

媛
県
肱
川
流
域
で
満
水
に
な
っ
た

二
つ
の
ダ
ム
の
ゲ
ー
ト
が
開
放
さ
れ
、
激
流

が
下
流
域
を
襲
い
、
９
人
の
住
民
の
命
が
奪

わ
れ
た
。
安
威
川
ダ
ム
も
自
然
調
節
方
式
の

ダ
ム
で
、
予
測
以
上
の
降
雨
に
よ
っ
て
貯
水

機
能
が
失
わ
れ
る
可
能
性
が
十
分
あ
る
。
リ

ス
ク
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
住
民
へ

の
情
報
開
示
、
共
有
は
で
き
て
い
る
の
か
。

安
威
川
ダ
ム
は
100
年
に
１
回
の
降

雨
を
対
象
に
計
画
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
を
超
え
る
規
模
の
雨
が
降
っ
た
場
合
、
洪

水
調
節
能
力
を
一
時
的
に
上
回
り
、
下
流
で

浸
水
が
生
じ
る
可
能
性
は
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
府
か
ら
事
業
説
明
な
ど
の
機
会
に
、
市

民
へ
説
明
し
て
い
る
が
、本
市
に
お
い
て
も
、

そ
の
動
き
と
連
携
し
、周
知
に
努
め
て
い
る
。

導
に
つ
い
て
、
人
数
は
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
地
域
の
方
々
と
連
携
し

て
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

個
人
情
報
保
護
の
観
点
等
か
ら
自

治
会
等
へ
の
名
簿
提
供
は
し
て
い

な
い
た
め
、
安
否
確
認
情
報
は
受
け
て
い
な

い
が
、
一
部
の
自
主
防
災
会
か
ら
は
名
簿
活

用
の
申
し
入
れ
が
あ
る
た
め
、
今
後
、
安
否

確
認
の
方
法
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
地
域
の
方
々
と
連
携
し
た
情
報
の
把

握
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
難
し
い
が
、
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答
廃
棄
物
広
域
処
理
に
つ
い
て
、
今

後
、
摂
津
市
と
合
意
し
、
摂
津
市

の
一
般
廃
棄
物
が
本
市
に
搬
入
さ
れ
る
際

に
、
地
元
で
あ
る
目
垣
・
野
々
宮
地
区
に

影
響
は
出
な
い
の
か
。
ま
た
、
広
域
化
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
の

か
。

ご
み
搬
入
車
両
の
本
市
域
内
通
過

に
よ
る
影
響
が
出
な
い
よ
う
に
、

摂
津
市
に
お
い
て
、
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
に
、
直
接
搬
入
可
能
な
道
路
の
整

備
等
を
進
め
る
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
直

接
的
な
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。
人
口
減

少
社
会
に
お
い
て
将
来
に
わ
た
り
、
安
定

新
た
な
企
業
が
進
出
予
定
の
目
垣

地
区
は
、
安
威
川
と
隣
接
し
、
絶

え
ず
水
害
の
危
険
が
あ
る
が
、
企
業
と
地
域

が
協
定
を
結
び
、
地
域
の
方
が
避
難
場
所
と

し
て
利
用
で
き
る
拠
点
が
あ
れ
ば
安
心
で
き

る
と
考
え
て
お
り
、
企
業
へ
協
力
を
求
め
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
大
部
分
が

宅
地
化
さ
れ
る
が
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
予

想
以
上
の
雨
水
へ
の
対
策
は
考
え
て
い
る
の

か
。

進
出
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
防
災
面

で
の
地
域
貢
献
を
提
案
し
て
選
定

さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
災
害
時
の
緊
急
避
難

場
所
と
し
て
の
提
供
や
物
資
の
供
給
な
ど
、

 

目
垣
地
区
の
防
災
対
策
は

問

摂
津
市
と
の
廃
棄
物
広
域
処
理
は

問答

避
難
所
に
お
け
る
市
か
ら
の
情
報

発
信
に
つ
い
て
、
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
避
難
所
は
支
援
、
情
報
の

拠
点
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
、
避
難

所
で
情
報
を
掲
示
す
る
こ
と
も
大
事
な
こ
と

だ
と
考
え
る
。
避
難
所
に
行
け
ば
市
か
ら
の

 

災
害
時
の
避
難
所
に
お
け
る
情
報
掲
示
を

問

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　 

畑
中
　
　
剛

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　    

米
川
　
勝
利

　
自
由
民
主
党
・
絆
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

上
田
　
嘉
夫

 

安
威
川
ダ
ム
の
下
流
浸
水
リ
ス
ク
は

問

的
、
効
率
的
な
廃
棄
物
処
理
が
で
き
、
費

用
削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
広
域
処
理
に
起
因

す
る
余
分
な
費
用
は
発
生
し
な
い
。

会議録を 閲 覧できます

　市議会では、本会議の ｢会議録｣
を定例会、臨時会ごとに発行して
います。市役所南館１階の情報ルー
ム、各図書館で自由に閲覧できま
すので、ご利用ください。
　また、議会ホームページ（http://
www.kensakusystem.jp/
ibaraki/index.html）でもご覧い
ただけます。
　なお、9月定例会の会議録は、
11月下旬に発行の予定です。

協
力
体
制
を
確
立
す
べ
く
、
協
議
を
進
め
て

い
く
。
ま
た
、
雨
水
対
策
と
し
て
は
、
通
常

の
下
水
道
施
設
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
調
整
池

の
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

答

次
頁
へ
つ
づ
く

答

環境衛生センター（東野々宮町）
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潜
在
的
な
保
育
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

つ
い
て
、
茨
木
市
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
や
保
育
所
等
整
備
計
画
を
策
定

す
る
中
で
、
保
育
ニ
ー
ズ
調
査
に
ズ
レ
が
生

じ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、
把
握
し
て
い
る
中

身
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
重
点
施

策
で
示
し
て
い
る
「
め
ざ
せ
！
待
機
児
童
ゼ

ロ
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に

い
つ
実
現
す
る
の
か
。

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
第

３
期
）、
保
育
所
等
整
備
計
画
の
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
調
査
は

実
施
せ
ず
、過
去
の
実
績
値
や
定
義
の
変
更
、

国
の
保
育
利
用
率
の
推
計
等
を
考
慮
し
、
将

代
、
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
支
出
が
多
く
、
余
裕

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
実
情

を
鑑
み
る
と
、
今
回
の
所
得
制
限
の
設
定
で

は
、
こ
の
よ
う
な
方
々
に
対
し
、
市
は
向
き

合
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
が
ど
う
か
。

支
援
金
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
住

宅
改
修
を
後
押
し
す
る
手
立
て
と

し
て
、
所
得
を
基
準
に
、
特
に
支
援
を
要
す

る
世
帯
の
た
め
に
構
築
し
た
制
度
で
あ
る
。

子
育
て
世
帯
等
に
対
し
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
施
策
を
通
じ
て
、
今
後
も

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
選
ん
で
い
た
だ
け

る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
努
め
て
い
く
。

当
該
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
府
住
宅

供
給
公
社
か
ら
譲
渡
を
受
け
た
当

時
か
ら
の
経
過
等
、
事
情
は
あ
る
が
、
現
在

は
都
市
公
園
条
例
上
の
公
園
施
設
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
利
用
の

公
平
性
・
透
明
性
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
、
課
題
等
は
あ
る
が
、
早

急
に
見
直
し
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

住
宅
改
修
支
援
金
制
度
等
の
所
得

制
限
は
430
万
円
で
あ
り
、
児
童
の
い

る
世
帯
の
多
く
は
、
こ
の
制
限
を
超
え
て
い

る
。
し
か
し
、
子
育
て
世
帯
は
、
学
費
、
塾

 

被
災
者
支
援
制
度
の
所
得
制
限
見
直
し
を

問

答

 

待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み
は

問

郡
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
地
元

優
先
の
施
設
と
し
て
運
営
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
法
令
上
の
根
拠
も
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。
地
域
の
団
体
以
外
の
方

が
、
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き
な
い
状
況

で
あ
り
、
早
急
か
つ
抜
本
的
に
、
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

郡
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
利
用
見
直
し
を

問

答

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　 

萩
原
　
　
佳

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　 

友
次
　
通
憲

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
上
田
　
光
夫

避難所の掲示板（東中学校）

答

議会Ｑ＆Ａ
Ｑ . 請願と陳情はどのように取り扱われますか？ 

Ａ．議会に出された請願は、所管の委員会に付
託して審査され、本会議で最終的に採択・不採
択が決定されます。また、その結果は提出者に
通知されます。
　採択された請願は、市長、教育委員会等に送
付され、市長、教育委員会等は、それらの願い
を尊重し、誠実に処理することになっています。
　なお、市議会は、その請願の処理の経過及び
結果を市長に請求することができます。
　また、陳情は、本会議、委員会での審査は行
いませんが、その写しを全議員に配付すること
になっています。

※請願・陳情とは、市政についての要望などを、
請願書・陳情書として市議会に提出することで
す。請願書・陳情書はどなたでも提出していた
だけます（請願には 1 名以上の議員の紹介が必
要です）。

来
の
保
育
ニ
ー
ズ
を
見
込
ん
で
い
る
。
待
機

児
童
ゼ
ロ
の
実
現
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
無

償
化
の
影
響
も
考
慮
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
取

り
組
み
に
よ
り
、早
期
実
現
に
努
め
て
い
く
。

情
報
を
得
ら
れ
る
と
い
う
状
況
を
つ
く
り
、

そ
の
こ
と
を
平
時
か
ら
周
知
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

避
難
所
で
の
情
報
掲
示
は
、
情
報

不
足
に
よ
る
混
乱
を
防
ぎ
、
正
確

な
情
報
を
提
供
す
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
自
主

防
災
組
織
と
も
連
携
し
、
平
時
か
ら
周
知
を

行
う
な
ど
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

答 前
頁
つ
づ
き
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市
議
会

だ
よ
り

し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
実
態

調
査
の
結
果
や
国
の
調
査
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
を
活
用
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ

た
資
源
の
効
率
的
・
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
や
活
用

方
法
を
検
討
す
る
。

大
阪
北
部
地
震
の
対
応
に
つ
い
て
、

取
り
ま
と
め
や
検
証
、
計
画
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
見
直
し
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、今
回
、

情
報
発
信
の
方
法
と
し
て
、
広
報
車
を
回
し

て
ほ
し
か
っ
た
と
の
声
を
市
民
か
ら
聞
い

た
が
、
広
報
車
を
使
わ
な
か
っ
た
理
由
は
何

か
。

地
震
対
応
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
度
中
に
関
係
機

関
等
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
来
年
度
に
か
け
て
検
証
し
、
各
種
計

画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
修
正
に
反
映
さ
せ
て

 

本
市
の
地
震
対
応
の
見
直
し
は

問

関
西
で
も
大
阪
と
京
都
を
中
心
に
、

外
国
人
観
光
客
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（
※
１
）
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
き
て
い

る
。
本
市
に
お
け
る
取
り
組
み
に
お
い
て
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
も
と
に
し
た
数
字
に

よ
る
判
断
と
説
得
力
が
必
要
と
考
え
る
が
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

地
域
経
済
活
性
化
の
観
点
か
ら
も
、

本
市
を
訪
れ
る
方
々
の
回
遊
や
消

費
を
促
す
た
め
に
、
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
重
要
で
あ
る
と
認
識

 

外
国
人
観
光
客
を
呼
び
込
む
具
体
策
は

問答

答

（※ 1） インバウンド：

い
く
。
広
報
車
に
つ
い
て
は
、
地
震
被
害
が

市
内
全
域
に
わ
た
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
情
報

の
多
く
が
流
動
的
で
、
古
く
誤
っ
た
情
報
が

誤
解
や
混
乱
を
ま
ね
く
可
能
性
が
あ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
実
施
し
な
か
っ
た
。
今
後
は
、

災
害
課
題
の
検
証
の
中
で
、
有
効
活
用
に
つ

い
て
研
究
す
る
。

８月

議会運営委員会
本会議（初日）
北部地域整備対策特別委員会
市街地整備対策特別委員会
本会議（２日目）
本会議（３日目）
民生常任委員会
建設常任委員会
民生常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
一般会計決算特別委員会
議会運営委員会（請願審査）
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
幹事長会
議会運営委員会
議会記念誌編さん委員会
本会議（最終日）

６ 日

７ 日
10日
11日

12日
13日

18日

19日
20日
21日
26日

27日
28日

９月

10日
16日
21日

31日

市議会のうごき

幹事長会
北部地域整備対策特別委員会
議会広報委員会
議員総会
市街地整備対策特別委員会
議会記念誌編さん委員会
幹事長会
政治倫理条例策定会議

11日

12 日

13日
30日

７月

幹事長会
議員研修会
政治倫理条例策定会議
市民会館跡地等整備対策特別
委員会
幹事長会
議会運営委員会

外国人が日本を訪れる旅行のこと。

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
小
林 

美
智
子

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　   

坂
口
　
康
博
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管
理
業
務
委
託
の
過
去
３
年
間
の
契
約
金
額

等
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
街
路
樹
に
も
、
い
わ
ゆ
る
耐
用
年
数
が

あ
る
と
思
う
が
、
平
成
29
年
度
の
街
路
樹
の

更
新
状
況
と
考
え
方
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

街
路
樹
の
剪
定
及
び
除
草
の
頻
度

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
街
路
樹

は
年
１
回
、
除
草
な
ど
は
年
２
回
実
施
し
て

い
る
。
業
務
委
託
は
市
内
17
工
区
に
分
割

し
て
実
施
し
、
年
間
の
契
約
金
額
は
、
平

成
27
年
度
３
億
３
千
960
万
７
千
80
円
、
28

年
度
３
億
６
千
537
万
４
千
800
円
、
29
年
度

３
億
８
千
428
万
９
千
920
円
で
あ
る
。
29
年
度

は
補
植
に
よ
る
更
新
は
実
施
し
て
い
な
い

が
、
歩
道
の
幅
員
確
保
な
ど
、
交
通
安
全
上

の
視
点
、
地
域
の
実
情
、
ニ
ー
ズ
な
ど
を
勘

い
て
、
具
体
的
に
数
値
と
し
て
は
、
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

奨
励
金
を
活
用
し
、
市
内
移
転
や

新
規
立
地
を
し
た
23
企
業
で
聞
き

取
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
雇
用
面
に
つ
い
て

は
、
合
計
１
千
774
人
の
雇
用
が
生
ま
れ
、
う

ち
新
規
雇
用
が
１
千
80
人
だ
っ
た
。
ま
た
、

税
収
面
に
つ
い
て
は
、
奨
励
金
交
付
企
業
か

ら
交
付
金
額
約
４
億
円
の
約
5.3
倍
に
当
た
る

約
21
億
３
千
700
万
円
の
税
収
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、高
い
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

本
制
度
に
よ
り
、
本
市
へ
の
進
出
や
事
業
継

続
へ
の
動
機
付
け
に
な
っ
た
と
い
う
声
も
あ

事
業
推
進
と
市
債
抑
制
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
説
明
で
、

重
点
施
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
待
機
児
童
ゼ

ロ
、
ま
た
、
渋
滞
ゼ
ロ
の
実
現
を
目
指
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
抑
制
で
は
な

く
、
一
定
の
臨
時
財
政
対
策
債
（
※
１
）
や

建
設
債
（
※
２
）
の
発
行
も
可
能
で
あ
っ
た

と
考
え
る
が
、
こ
の
点
の
政
策
判
断
に
つ
い

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

総
合
計
画
の
推
進
や
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
実
現
に
向
け
て
は
、
毎
年
、

当
初
予
算
に
お
い
て
、
臨
時
財
政
対
策
債
や

建
設
債
を
財
源
と
し
て
必
要
な
事
業
を
措
置

問答

 

市
債
抑
制
に
つ
い
て
の
考
え
方
は

平
成
29
年
度
、
企
業
支
援
関
係
の

補
助
金
制
度
に
約
５
億
円
を
支

出
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
企
業
立
地
促

進
奨
励
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
決
算
額
が

４
億
65
万
７
千
450
円
で
あ
り
、
補
助
金
の
大

部
分
が
こ
の
事
業
に
費
や
さ
れ
た
。
こ
の

事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
事
業
効
果
が

あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
税
収
や
雇
用
面
に
お

答

本
市
は
緑
が
多
く
、
非
常
に
住
み

心
地
の
よ
い
ま
ち
だ
と
感
じ
て
い

る
が
、
市
内
の
街
路
樹
の
剪
定
、
下
草
の
除

草
回
数
と
そ
の
工
区
選
定
の
状
況
、
公
園
等

問

 

企
業
立
地
促
進
奨
励
金
事
業
の
効
果
は

問

 

街
路
樹
の
維
持
管
理
費
用
は

し
て
お
り
、
年
度
途
中
に
財
源
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
起
債
を
抑
制
し
て
い
る
。
平
成
29

年
度
に
お
い
て
も
、
公
立
保
育
所
等
の
建
設

補
助
や
、
公
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化

等
の
待
機
児
童
解
消
、
茨
木
松
ケ
本
線
整
備

等
の
渋
滞
解
消
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
、
適
切
に
実
施
で
き
た
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　  

岩
本
　
　
守

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　 

稲
葉
　
通
宣

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　 

篠
原
　
一
代

　「平成 29 年度大阪府茨木市一
般会計決算」の審査が付託された
一般会計決算特別委員会は、上田
嘉夫委員（自由民主党・絆）を委
員長に選任し、9 月 18 日・19 日・
20 日の３日間にわたり、関係書
類の審査を行ったのち、21 日に
質疑を行いました。
　ここでは、一般会計決算特別委
員会での主な質疑応答の要旨を掲
載しています。

案
し
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

市内の街路樹（駅前四丁目付近）

答

（※ 1） 臨時財政対策債 ： 地方一般財源の不足に対処するため、 投資的経費以外の経費にも充てられる
地方財政法第 5条の特例として発行される地方債。

（※ 2） 建設債 ： 市が公共施設の整備などの建設事業を行うため、 必要な資金を国や金融機関など外部か
ら調達する借入金。



7 平成30年 (2018年) 11月1日発行
市議会だより No.229

一般会計決算特別委員会質疑

市
議
会

だ
よ
り

年
度
に
行
わ
れ
た
繰
出
金
減
に
よ
る
国
民
健

康
保
険
料
の
大
幅
な
引
き
上
げ
、
下
水
道
料

金
の
引
き
上
げ
、
身
体
・
知
的
障
害
者
福
祉

金
の
廃
止
、
沢
池
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
化
、
２
次
救
急
医
療
体
制
確
保
事

業
の
補
助
金
廃
止
は
問
題
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
影
響
額
は
ど
う
か
。

ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ
プ

は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

る
財
源
を
既
存
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
対
応

年
度
は
約
１
億
５
千
930
万
円
の
電
気
料
金
の

削
減
効
果
が
あ
っ
た
。
工
夫
し
た
点
は
、
施

設
ご
と
に
電
力
の
使
用
形
態
を
分
析
し
、
グ

ル
ー
プ
分
け
を
し
た
こ
と
。
さ
ら
に
、
よ
り

多
く
の
電
力
会
社
が
入
札
に
参
加
し
、
競
争

原
理
が
効
果
的
に
働
く
よ
う
に
汎
用
性
の
あ

る
仕
様
書
等
を
作
成
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、府
内
の
電
力
入
札
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

高
圧
、
低
圧
施
設
の
両
方
で
実
施
し
て
い
る

の
は
、
本
市
と
寝
屋
川
市
の
み
で
あ
る
。

本
市
の
電
力
調
達
に
つ
い
て
、
電

力
の
自
由
化
制
度
を
活
用
し
た
電

力
入
札
を
平
成
25
年
か
ら
高
圧
施
設
で
行

い
、
電
気
料
金
の
削
減
効
果
が
認
め
ら
れ

た
よ
う
だ
が
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。
ま
た
、
電
力
入
札
を
行
い
、
よ
り

安
価
な
電
力
を
調
達
す
る
た
め
工
夫
し
た

点
は
何
か
。
あ
わ
せ
て
、
府
内
の
電
力
入

札
の
取
組
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。電

力
小
売
が
完
全
自
由
化
さ
れ
た

こ
と
で
、
平
成
28
年
か
ら
は
低
圧

施
設
で
も
入
札
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
29

ビ
ル
ド
・
ア
ン
ド
・
ス
ク
ラ
ッ
プ

と
は
、
投
資
的
経
費
の
財
源
を
確

保
す
る
た
め
に
経
常
的
経
費
の
見
直
し
に

取
り
組
む
と
い
う
こ
と
か
。
ま
た
、
平
成
29

問

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 差　引

一 般 会 計 88,869,579,893 87,212,934,206 1,656,645,687

特
別
会
計

財 産 区 5,160,080,101 93,339,281 5,066,740,820

国 民 健 康 保 険 事 業  32,515,206,814 31,640,575,961 874,630,853

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 3,825,176,439 3,684,547,353 140,629,086

介 護 保 険 事 業 17,561,132,394 17,225,956,883 335,175,511

合 計 147,931,175,641 139,857,353,684 8,073,821,957

下 水 道 等 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 7,161,512,713 6,245,459,152 916,053,561

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 5,758,006,713 5,009,733,919 748,272,794

[ 平成 29 年度各会計別歳入歳出決算額 ］ （単位：円）

平成 29年度決算を認定

一般会計決算特別委員会での関係書類審査

　平成 29年度一般会計・特別会計決算及び企業会計決算は、一般会計決算
特別委員会及び各常任委員会で審査後、９月 28日の本会議で認定しました。

答

事
業
見
直
し
と
各
事
業
へ
の
影
響
は

問

 

電
力
の
よ
り
安
価
な
調
達
へ
の
工
夫
は

答

  

公
　
明
　
党

　
　
　
　
　 

　
河
本
　
光
宏

　
日
本
共
産
党
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 

畑
中
　
　
剛

り
、
企
業
誘
致
や
留
置
の
面
か
ら
も
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
。

す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
そ
の
影
響

額
と
し
て
、
下
水
道
料
金
改
定
に
よ
る
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
は
１
億
７
千
万
円
の

減
、
身
体
・
知
的
障
害
者
福
祉
金
は
８
千
万

円
の
減
、
沢
池
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
化
は
244
万
円
の
減
、
２
次
救
急
医
療

体
制
確
保
事
業
の
補
助
金
等
は
１
億
円
の
減

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
平
成
29
年
度
の
国

保
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
当
初
予
算
対
比
で

は
８
億
３
千
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
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一般会計決算討論
　９月 28 日の本会議において賛成者多数で認定した「平成 29 年度一般会計決算」に対する
討論の要旨は、以下のとおりです。

賛成【いばらき未来の会】 反対 【日本共産党】
　

反
対
す
る
理
由
は
、
第
１
に
、
後
年
度
の
財
政
負
担
の
軽
減
と
称
し
て
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
備
え
る
財
政
基
盤
づ
く
り
を
優
先
し
、
法
定
外
繰
出
減
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
料
や

基
準
外
繰
出
減
に
よ
る
下
水
道
料
金
の
引
き
上
げ
等
、
市
民
負
担
を
増
大
さ
せ
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
切
り
捨
て
を
行
う
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
施
策
推
進
を
後
回
し
に
し
て
い
る

こ
と
。

　

第
２
に
、
本
市
の
基
礎
的
収
入
の
市
民
１
人
当
た
り
の
額
が
北
摂
７
市
に
お
い
て
最
下
位

で
あ
り
貴
重
な
財
源
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
分
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
財
政
配
分
が
土
木
費
偏
重
で
あ
り
、
暮
ら
し
、
福
祉
、
教
育
、
さ
ら
に
生
活
密
着
型
公

共
事
業
を
後
回
し
に
し
て
い
る
こ
と
。

　

第
３
に
、
民
間
彩
都
東
部
地
区
開
発
、
安
威
川
ダ
ム
建
設
、
市
民
会
館
建
て
替
え
等
の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
優
先
、
解
同
優
遇
施
策
の
継
続
、
Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
前
の
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発

事
業
者
利
益
の
優
先
な
ど
、
時
代
の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
行
政
執
行
に
な
っ
て

い
な
い
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　

賛
成
す
る
理
由
は
、
第
１
に
、
税
収
等
の
伸
び
を
経
常
的
経
費
の
伸
び
が
上
回
っ
た
も
の

の
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
市
債
発
行
を
抑
制
し
、
特
定
目
的
基
金
の
充
実

に
努
め
、
将
来
世
代
の
負
担
を
踏
ま
え
、
財
源
の
健
全
性
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
２
に
、
学
校
教
育
環
境
の
向
上
に
向
け
、
小
学
校
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
等
の

環
境
整
備
や
英
語
教
育
の
充
実
な
ど
、
先
進
的
な
施
策
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
３
に
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、
私
立
保
育
所
等
の
建
設
補
助
や
公
立
小
規
模
保
育

施
設
の
整
備
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
待
機
児
童
数
の
減
少
が
図
ら
れ
た
こ
と
。

　

第
４
に
、
障
害
者
や
高
齢
者
等
を
対
象
に
し
た
、
自
立
訓
練
事
業
の
実
施
や
介
護
施
設
の

整
備
補
助
等
の
福
祉
施
策
の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
。

　

第
５
に
、
市
民
会
館
跡
地
活
用
と
ま
ち
の
発
展
を
支
え
る
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
を
計
画

的
か
つ
着
実
に
展
開
し
た
こ
と
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
構
内
整
備
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
や
Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
と
茨
木
松
ケ
本

線
に
つ
い
て
の
整
備
も
完
了
し
、
平
成
30
年
春
に
は
供
用
開
始
に
至
っ
た
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　　９月定例会で可決された意見書を関係機関に送付しました。

可決された意見書

◎議員発第 17 号　
　水道施設の戦略的な老朽化対策を求める意見書
◎議員発第 18 号　
　児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書
◎議員発第 19 号
　地方自治体における消費者行政の充実・強化についての意見書

………………………………

【原案可決】…………………………………

【原案可決】

請願

◆請願第１号
　請願署名の趣旨採択・項目別採択について

　９月定例会に提出された請願は、議会運営委員会の審査を経て、９月 28 日の本会議で採決の
結果、次のとおり決定しました。

……………… 【原案可決】

………………………………………  【不 採 択】
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市
議
会

だ
よ
り

月定例会議決結果
（ ○：賛成、×：反対、ー：欠席、退：退席）

◆議長（会派に所属しない議員：桂　睦子議員）は採決に加わりません。
◆ 9 月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、9 月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

４

自 由 民 主 党・ 絆 公 明 党 大阪維新の会 い ば ら き
未 来 の 会 日本共産党会派に所属

しない議員
結
　
果

福
丸
　
孝
之

下
野
　
　
巖

上
田
　
光
夫

上
田
　
嘉
夫

辰
見
　
　
登

大
村
　
卓
司

青
木
　
順
子

松
本
　
泰
典

河
本
　
光
宏

篠
原
　
一
代

坂
口
　
康
博

大
野
　
幾
子

塚
　
　
　
理

長
谷
川
　
浩

萩
原
　
　
佳

岩
本
　
　
守

安
孫
子
浩
子

稲
葉
　
通
宣

友
次
　
通
憲

朝
田
　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中
　
　
剛

小
林
美
智
子

米
川
　
勝
利

山
下
　
慶
喜

専
決

処
分

専決処分につき承認を求めることについて（平成
30 年度大阪府茨木市一般会計補正予算（第１号 )) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

人
事

案
件

茨木市固定資産評価審査委員会委員選任につき同意
を求めることについて【宇多 啓子 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

条
　
　
例

茨木市市税条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市議会議員及び茨木市長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

茨木市建築基準法施行条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

予
　
算

平成 30 年度大阪府茨木市
一般会計補正予算（第２号）

× × × × ー × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ 否決
○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ 〇 可決

決
　
　
　
　
　
　
算

平成 29 年度大阪府茨木市一般会計決算認定につ
いて ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × 認定

平成 29 年度大阪府茨木市財産区特別会計決算
認定について ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

平成 29 年度大阪府茨木市国民健康保険事業
特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × 認定

平成 29 年度大阪府茨木市後期高齢者医療事業
特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

平成 29 年度大阪府茨木市介護保険事業特別会計
決算認定について ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

平成 29 年度大阪府茨木市下水道等事業会計決算
認定について ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × 認定

平成 29 年度大阪府茨木市水道事業会計決算認定
について ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

議
　
員
　
提
　
出

議会運営委員会の委員定数の変更
について
特別委員会の委員定数の変更
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市議会政務活動費の交付に関する条例の
一部改正について ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × 可決

茨木市議会議員の議員報酬等に関する条例の
一部改正について × × × × ー × × × × × × 退 退 退 退 退 × × × ○ ○ ○ × × × 否決

そ
　
　
の
　
　
他

平成 29 年度大阪府茨木市下水道等事業会計未処
分利益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成 29 年度大阪府茨木市水道事業会計未処分利
益剰余金の処分について ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 可決

市道路線の認定について
市道路線の変更について
市道路線の廃止について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

工事請負契約締結について
（市道総持寺駅前線道路改良工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

動産（高機能消防総合情報システム）取得
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会派・議員名

［原案］

件　　　 　名

９

{［組み替え動議］

{

［一括採決］

{

［一括採決］


